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午後２時００分 開会 

○沼田会長 ただ今より、令和６年度第１回八王子市環境審議会を開催します。 

皆様、ご多忙のところありがとうございます。忌憚のないご意見をいただきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いします。 

出席者が過半数を超えているため、会議の成立を宣言します。注意事項について、事

務局より説明をお願いします。 

○田中環境政策課主査 本日は、Ｗｅｂと対面それぞれからご参加いただいています。通

信状況が不安定な場合等あるかと思いますが、あらかじめご了承ください。 

Ｗｅｂ参加の方は、発言するとき以外はマイクをオフにしてください。発言の際は、

Ｗｅｂ参加の方は挙手ボタンを、対面参加の方は挙手をお願いします。また、発言の際

は、お名前を言ってから発言していただくようお願いします。チャット機能などもご活

用ください。 

委員の皆様は、ご多忙の中、ご参加いただいておりますので、Ｗｅｂ参加で途中退出

される場合は、そのままご退出いただいて構いません。 

本会議は会議録作成のため録画していますのでご了承ください。ご協力のほど、よろ

しくお願いします。 

○沼田会長 それでは、次第に沿って進行します。 

議題１「八王子市みどりの基本計画の改定について（中間報告）」について、説明をお

願いします。 

○大山環境保全課長 八王子市みどりの基本計画の中間改定について、主に八王子市のみ

どりの現状及び中間改定の方向性・基本方針に基づいた具体的な取組の検討内容につい

てご報告します。 

みどりの基本計画は、都市緑地法に基づくみどりに関する総合的な計画です。計画期

間は、令和２年度からの１０年間とし、対象とするみどりを花や樹木のほか、公園、緑

地、農地などが一体となった自然的空間と定義しています。「みどりの質の向上」、「量の

確保」、「みどりを守るパートナーづくり」の３つの基本方針に基づき、１０の施策方針

と４つのリーディング・プロジェクトを含む２７の施策の体系で取組を行っています。 

総合計画である「八王子未来デザイン２０４０」のもと、分野別の基本計画である「環

境基本計画」と「都市計画マスタープラン」の個別計画の１つと位置づけられています。

各個別計画や国、都の関係法令などと連携させながら、施策を展開しています。 
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中間改定の方向性は、みどりの基本計画の骨格部分である基本理念・基本方針は現行

計画を踏襲しつつ、国や東京都の動きを反映させます。また、生物多様性とともに各部

署が実施している取組状況や実務者間での意見交換で挙がった、民有地のみどりに対す

る課題、担い手の確保を加えた３つの視点で中間改定を進めています。 

１つ目の生物多様性の視点です。上位計画や国の生物多様性、グリーンインフラに対

する方針などを踏まえ、生物多様性の持つ意義を、みどりの保全や活用につなげます。 

２つ目の民有地のみどりの保全の視点です。今後、顕在化が想定される民有地の管理

不全に対する対応などを検討しています。 

３つ目の担い手の確保の視点です。担い手の高齢化が課題であり、人材育成や普及啓

発にさらに取り組む必要があります。さらに、行政だけでは不足する部分を民間企業と

の協働で取り組んでいく考えを示し、みどりを守る担い手の裾野を広げていく必要があ

ります。 

みどりの現状について、説明します。 

計画上の目標は２つあります。指標①みどりの総量は、「緑被率」、「みどり率」、「保全

の対象としたみどりの面積」を、総合的に勘案し評価します。 

１つ目の緑被率の現状ですが、次で説明するので、一旦保留します。 

２つ目のみどり率は、東京都が５年毎に公表する指標で、今秋に令和５年度値が公表

される予定です。 

３つ目の保全の対象としたみどりの面積は、法に基づく特別緑地保全地区、市の条例

に基づく斜面緑地保全区域、緑地保護地区、都の条例に基づく保全地域のほか、都市公

園、生産緑地地区の面積の合計です。保全の対象としたみどりの面積は、現計画策定時

から減少していますが、主な理由は、生産緑地地区の指定後３０年の経過に伴う買取申

出による指定解除です。今後、八王子駅南口集いの拠点や天合峰公園の面積が追加され

ると、目標値に近づくと想定していますが、引き続きみどりの確保に取り組む必要があ

ります。 

続いて、指標②市民一人当たりの都市公園面積です。目標値の１２．５㎡/人は都市公

園条例で規定しています。計画的な公園整備の進捗により、昨年度末の実績は目標値に

近づいています。こちらも、南口集いの拠点や天合峰公園の供用が開始されることで、

目標値は超える見込みです。 

緑被率の現状です。航空写真で緑色、黄緑色の部分が、樹林や草地・畑の部分で、緑
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被率は５９.３％でした。前回調査から比較的大規模に緑が減少した箇所として、川口物

流拠点、八王子南バイパス、多摩美術大学前商業施設などが挙げられます。なお、改定

後のみどりの基本計画では、緑の減少箇所を強調するような表現は行いません。現在計

画開始時点の緑被率は、平成２９年データで５８．４％と掲載されていますが、このと

きの分析方法は、平成１９年と平成２９年の航空写真を重ね合わせて緑が減少した部分

を抽出するものでした。しかし、今回調査において、この平成２９年度の航空写真で緑

である部分を着色する方法を取ったところ、数値に差があり、５９．３％が実態に近い

ことが分かりました。その上で、使用した平成２９年と令和６年の航空写真には解像度

に差があり、平成２９年では抽出できなかった緑が、令和６年では抽出可能となってい

る箇所があり、写真の解像度の違いによる緑の増加分と、開発事業による緑の減少分が

相殺され、見かけ上、緑被率が５９．３％になる結果でした。 

緑被率は、現状の緑の部分を捉える指標のため、改定後の計画では、平成２９年は再

度分析により５９．３％、令和６年度は写真の精度の違いによる増加と単純な緑の減少

により５９．３％と説明し、本市は概ね６割が緑で覆われていると、できるだけシンプ

ルに説明したいと考えています。 

今後の具体的な取組について、現行計画からの変更点を中心に、検討状況について説

明します。 

視点Ⅰ生物多様性の視点です。「都市防災に資するみどりの活用」の追加案として、流

域治水の観点からグリーンインフラの導入促進を検討しています。「生物多様性に配慮し

たみどりの管理」では、２０３０年までに国土の３０％以上を保全する３０ｂｙ３０の

考えも取り入れます。「まちの核となる新たな集いの拠点づくり」では、集いの拠点の整

備推進を内容更新します。また、「みどりによる魅せる空間づくり」では、高尾山ふもと

公園やミズカツなどの実績を追加します。 

視点Ⅱ民有地のみどりの視点です。「民有樹林地の保全」では、民間の土地利用に伴っ

たみどりの確保や今後明らかになる制度の利用促進などの諸制度を活用しながら、開発

に伴った緑化を促す仕組みを検討します。さらに、民有森林の適正管理推進や農地保全

の取組も盛り込みたいと考えています。 

視点Ⅲ担い手の確保の視点です。「子どもにみどりの価値を継承する取組の推進」では、

館クリーンセンターの自然観察の森の活用や、掲載内容の整理として、実態に合わせた

掲載内容の追加や整理統合を行う予定です。 
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今後のスケジュールです。１０月頃に答申をいただき、庁内の意思決定や議会報告な

どを踏まえ、パブリックコメントを１２月頃に実施します。それらを調整後、今年度末

に完成予定です。説明は以上です。 

○沼田会長 ありがとうございます。ご意見、ご質問等がありましたらお願いします。 

○松山委員 緑被率の減少箇所として川口物流拠点がありましたが、圏央道のインターチ

ェンジに近いからでしょうか。 

○大山環境保全課長 インターチェンジの近さもありますが、物流拠点整備計画の進捗に

よるものです。 

○松山委員 分かりました。 

○櫻井副会長 植林による炭素吸収の貢献やみどりの維持管理による景観の向上などを伝

えられるような、ハイライトできるような検討は可能でしょうか。 

○米本環境保全課主査 景観に関する取組成果として、民間事業者は建築行為や開発行為

を行う際に、緑化条例に基づく植樹義務が生じます。令和３年度までは植樹本数に着目

した制度でしたが、令和４年度からは面積での基準に変更しました。また、屋上緑化や

壁面緑化など様々な手法を取り入れられるようになり、接道部分に誘導する仕組みも導

入しています。このことが、みどりの景観向上につながる取組として、前半期間で行っ

たことです。 

一方で、森林側では、ナラ枯れの問題があり、継続的に公園や緑地で対策を行ってい

ますが、追いついていないところがあります。来年度の施策をまさに検討しているため、

計画においても具体的な取組を検討して詰めたいと思います。 

○櫻井副会長 炭素吸収の具体的な数値の公開はいかがでしょうか。 

○米本環境保全課主査 みどりの基本計画の中間改定の中で、何か具体的に検討できてい

ることは、現段階ではありません。 

○櫻井副会長 カーボンニュートラルに関係してくると思いますので、市単位での評価で

はなく、国単位での評価だと思いますが、そこを少し切り出して、八王子市での貢献な

どをうまく盛り込んでアピールできると良いと感じました。 

○大山環境保全課長 カーボンニュートラルですが、着目すべき部分であるため、温暖化

計画等と整合を図りながら、落とし込めるような形にしていけたらと思います。 

○沼田会長 今の意見に関して、質の向上と言った際に、様々な質があると思います。イ

ンフラ関係で水循環や利用の観点もあります。二酸化炭素の吸収に関しては、あまり見
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えない書き方になっているので、書き方の工夫を考えているのであれば直せるかもしれ

ません。 

○中野委員 視点Ⅰで生物多様性がありますが、どのような意味での質を念頭に置いてい

るのかを確認させてください。生物多様性を増やすとなると、保全のための手法や希少

種に着目した戦略が必要になり、学問的な生態系保全のような意味だと難しくなると思

います。ここでは、防災や市民の生活の質のような観点だと思いましたが、生物多様性

が先に出ている意味を教えていただければと思います。 

○米本環境保全課主査 みどり基本計画の上位計画で、この３月に環境基本計画と生物多

様性地域戦略を定めました。その上位計画反映のため、視点の１つに生物多様性を入れ

ました。背景としても３０ｂｙ３０や国、東京都も生物多様性を打ち出しているため、

フォーカスした取組を入れていきたいと考えています。前計画では量を確保することに

軸足を置いていましたが、一定程度量は確保したため次は質という考えや、市民ニーズ

があったことも踏まえています。 

○中野委員 ありがとうございます。 

○中島委員 ヒートアイランド現象の緩和のような暑熱対策に対するみどりの効果が書か

れていないようですが、含まれているようであれば補足をお願いします。 

○米本環境保全課主査 具体的な取組では、特に中心市街地の開発行為に伴うみどりの確

保があります。まちなかへのみどりの導入やグリーンインフラである雨庭導入によって、

暑熱対策に貢献してくると思いますが、暑熱対策イコールこれというところは少し弱い

部分だと思います。 

○中島委員 暑さが続いているなかで、木陰の効果や熱ストレスの軽減の視点も非常に重

要だと思います。今年６月に国土交通省から、みどりの基本計画にグリーンインフラの

考え方を取り入れることを目指したガイドライン案が出ているようで、その中でも生物

多様性やゼロカーボンと並んで、多くのページ数を割いて暑熱対策を掲載しています。

みどりの質の１つとして暑熱対策も、もう少し前面に出して記載して良いと思います。 

○米本環境保全課主査 みどりの基本計画にグリーンインフラを取り入れるガイドライ

ンは認識しており、関係所管には情報提供しているところです。 

先ほどの開発に伴う緑化のように、みどりが存在していることの有用性などをコラム

的にでも表現できないのかと思います。例えば、上川の里では、日陰だと温度が違い、

沢では冷たい風が吹いていることがありましたので、そのような啓発や有用性を記載し
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ていくことも１つの方法と感じています。 

○中島委員 都心部やまちなかでの緑陰と、郊外の公園などの緑陰は少し性質が違うと思

うため、そのあたりを分けながら盛り込んでもらえると良いと思います。 

○大竹委員 この暑さで、信号待ちしているだけでも非常に暑い状況です。街路樹がある

ところは良いですが、街路樹がない場所は非常に暑いため、みどりの快適性の向上で信

号の少し外れたところに１本木があるだけでも違うと思います。 

○米本環境保全課主査 街路樹の適正管理は、Ｗｅｂを使った市民アンケートでも比較的

上位の回答にあります。街路樹の適正管理は、道路の部署になりますが、この計画には

記載されている部分のため、少しでも木陰の確保ができたら良いと思います。 

○三宅環境部長 ３月まで道路交通部長だったため、街路樹の重要性は承知していますが、

道路管理者や交通管理者との協議も必要になり、難しい部分もあります。街路樹は非常

に維持管理の費用がかかりますが、街路樹の整備計画も含めて、みどりを増やすための

下地は残してきたので、今後、木陰づくりも調整して、少しでも増やすような努力はし

たいと思います。 

○沼田会長 質の視点を議論されているようで、木陰が足りないということは基本的に量

が足りないということでしょうか。 

○三宅環境部長 中心市街地も含めて人が歩く場所に関して少ないと感じています。里山

や森林がある本市の特性でもありますが、少ない場所は中心市街地などに限られると思

います。 

○沼田会長 質の話をする際、例えば、このように配置をするとより質が上がるなどは分

かりやすいですが、何となく足りないから増やすなどは量の話であり、それで機能が発

揮されてないのでもう少し量が必要だということは、少し混乱するところです。 

また、二酸化炭素の吸収は、実際、都市緑地や街路樹がどの程度吸収するのか。本当

に二酸化炭素の減少まで検討するのであれば、もう少し計画的にやらないと厳しいと思

います。何かその辺りで展望的なものはお持ちでしょうか。 

○三宅環境部長 吸収源対策は、二酸化炭素を相殺するために必要なことで、例えば、東

京都の森林再生事業では針葉樹から広葉樹へ転換しています。本市の場合、民有林が多

く、ご理解いただくのが難しい部分もありますが、様々な制度を活用しながら事業に取

り組みたいと思います。また、地球温暖化対策地域推進計画の中にもそのような表記を

していますので、みどりの基本計画とリンクさせながら事業を進めていく必要があると
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感じています。 

○戸辺委員 質問や意見ではありませんが、東京都環境公社の東京都生物多様性推進セン

ターで、八王子市環境フェスティバルに出展しました。こちらは、視点のⅢ担い手の確

保につながると思いますが、里山のＰＲとしてワークショップを行いました。また、八

王子市内だけで、緑地保全地域が１４か所あり、その紹介もしました。参加者数がワー

クショップで１２６名、里山へＧＯ！に登録をいただいた方が７１名おり、自然に対す

る興味を持っていらっしゃる方は非常に多いと思います。担い手の確保の着手点として、

ご報告します。 

○沼田会長 ありがとうございます。このような連携は、八王子市だけではなく、様々な

関係者と連携していることは非常に重要であるため、引き続き、進めていただきたいと

思います。 

本日ご欠席ですが、法政大学の山口委員からコメントをいただいています。担い手の

確保について、様々な団体が取り組まれており、実際に誰がどのようにどれだけ参加し

ているのかが見えにくくなっていると思われます。その部分を市が各団体から情報を吸

い上げて、トータルで貢献度が高い企業等を表彰するなどの見える化をしてはいかがで

しょうかというコメントをいただきました。 

○米本環境保全課主査 見える化は団体間同士の情報共有という面もあると思います。環

境政策課で、活動団体連携のきっかけになるように環境ネットワーク交流会を行ってい

ます。先ほど話のありました里山へＧＯ！も環境保全課から情報発信を積極的に協力さ

せていただいており、連携していければと思います。 

○沼田会長 ありがとうございます。 

○大竹委員 担い手について、毎年小学４年生に対して川の学習を行っており、今学期も

２３校程実施しましたが、みどりの学習が今後さらに進むと思います。中央地区でも今

年、中野北小学校でみどりの学習を実施しましたが、川の学習の場合、どうしても担い

手が高齢化して少なくなっています。危険もあるため、人数がいないとなりませんが、

まだみどりの学習のほうが、川の学習程の人数が必要なく、学校付近の緑地や公園で実

施できます。みどりの学習をこれから増やしていったら、何年か先かもしれませんが、

興味を持ってくれる子がさらに増えていると思うので、少し変わってくるかなと思いま

す。 

○沼田会長 ありがとうございます。足りないのは情報発信でしょうか。例えば、活動に
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ついて認識しているけれど参加しないというと情報発信以外の部分で課題があると思い

ます。 

○大竹委員 環境ネットワーク交流会も年２回実施していますが、交流がうまくいきませ

ん。活動の紹介はありますが、お互いにやり取りが難しく、環境ネットワーク交流会が

もう少しうまく作動すると良いと思います。 

○沼田会長 ありがとうございます。非常に大事な意見だと思いますので、環境ネットワ

ーク交流会での交流が進むように検討いただければと思います。 

こちらの議論、一旦終了とさせていただきます。意見に関しては、審議会後も受け付

けておりますので、環境政策課までご連絡をお願いします。 

続きまして、議題２「八王子市水循環計画の改定について（中間報告）」について、説

明をお願いします。 

○奈良水環境整備課長 八王子市水循環計画の改定についての中間報告を説明します。 

水循環計画は、みどりの基本計画と同じく、第２次計画として令和２年３月に策定し、

計画期間１０年のうちの前半５年が経過します。取組の進捗や社会状況等の変化に合わ

せて中間改定を行います。 

水循環計画の基本的な考え方である基本理念は「人と水との良き環をつくり次世代へ

水の恵みをつなげていく」で、将来像は、環境、利水、治水の視点で示し、基本方針も

３つ設定しています。 

改定の方向性について、中間改定のため基本的な考え方は継続し、次の２点について、

時点修正を行いたいと思います。まず、上位計画及び法令等の改正などが行われたため、

整合性を図ること。次に、前期５年間の取組を踏まえて、新たな視点を加味し、施策の

再構築を行うことです。 

主な課題への対応についての検討過程について、考慮すべき視点やキーワード、不足

している点などあれば、ご意見いただければと思います。 

前回の審議会で、主な課題として、流域治水対策の見直し、水辺や生き物に親しむ取

組の推進、し尿処理施設の広域化・共同化、水辺活用の新たな施策の展開の４つを挙げ

ました。各課題に対する新たな視点のキーワードとして、グリーンインフラ、生物多様

性の保全、災害ネットワーク、協働連携の視点で整理しています。 

今回は、これら新たな視点の検討結果について、主な課題ごとに報告します。なお、

改定の方向性の一つとして示している上位計画や法令等の整合性は、素案作成時にお示
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しします。 

１つ目の課題である流域治水の見直しについてです。初めに、目標降雨の引上げへの

対応です。昨年、東京都の豪雨対策基本方針が改定され、目標降雨が時間６５ミリから

７５ミリへと１０ミリ引き上げられました。これらの対応について、浸水リスク評価を

更新し、市民への情報周知を行うとともに、効率的・効果的な施設整備につなげたいと

考えています。次に、グリーンインフラの周知啓発です。市では、現在、雨水貯留浸透

施設の設置を促進しています。今年度も浅川事務所の下に貯留浸透施設を１つ設置しま

した。これら既存の流域対策は、今後も取り組みますが、主体的に治水に関わる市民の

数を増やし、市民に興味を持ってもらうため、新たにグリーンインフラの１つである雨

庭の導入を促進することで、豪雨対策やカーボンニュートラル、生物多様性につなげる

ことができると考えています。また、取組の展開に当たり、市民や市内事業者が参画で

きる仕組みも構築したいと思います。 

２つ目は、水辺や生き物に親しむ取組の推進です。まず、生物多様性地域戦略の策定

を契機として、生き物調査方法の見直しが必要と考えています。市が水質判定の指標の

ために行う生き物調査の実施地点について、これまで行っていた河川から市が管理する

水路や湧水地などの水辺へ見直し、調査結果を水辺の維持管理や活用に反映させること

で、より生態系に配慮した水辺の創出を目指します。次に、生物多様性の周知・人材育

成です。いきものログなどのアプリを活用した市民参加による調査手法の普及推進を行

い、市民の意識啓発を図るとともに、集められた情報を活用して、八王子市独自の水辺

の生き物マップを作成するなど、市独自の方法で発信することを目指しています。また、

教育委員会において、環境教育アドバイザーが任命されたため、こちらを活用した、教

員や職員、学生など水循環に関する教育に関わる人材育成も進めます。 

３つ目は、し尿処理施設の広域化・共同化です。災害時の円滑なし尿収集処理に向け

て、ネットワーク構築を図ります。現在、本市が被災した際のし尿処理は、東京都の水

再生センターで受け入れる協定を締結しています。また、し尿の収集運搬も、市内１１

許可事業者と協定を締結しています。今後は、近隣自治体と災害時や機器トラブルなど

の不測の事態における対応の協力体制について、検討します。次に、し尿処理施設の広

域化・共同化です。し尿処理場は、稼働から４０年以上が経過し、老朽化が進んでいま

す。安定かつ適正なし尿処理を継続するため、適正な維持管理を実施しています。市で

は、現在、北野ポンプ場・清掃工場跡地の活用検討を行っていますが、その状況を踏ま
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え、移転も含めて検討します。また、し尿処理施設を移転する場合は、地球温暖化対策

の観点からも次世代型設備の設置を検討します。 

４つ目は水辺活用の新たな施策展開です。地域による水辺のにぎわいづくりを現在進

めています。水のまちづくりの実現に向けて、恒常的な水辺活用の調査及び市民への周

知、協力を目的として、関係所管や地域団体と連携しながら南浅川の実証実験を展開し

ています。国の河川空間オープン化の制度を活用し、最終的に地元団体、事業者等で構

成されている協議会による自主運営体制を目指しています。地域交流や収益事業による

地域活性化にもつなげていけるものだと考えます。次に、水辺活用に係る方向性の整理

です。まず、ポテンシャルのある水路等の洗出し・分類を行い、活用に当たっての優先

度や維持管理方法を検討します。また、アドプト制度である水辺の水護り制度において、

学園都市である地域特性を生かし、学生に対し活動場所を紹介するなど、近隣住民の活

動に限らず、幅広い世代が水辺での活動に参加できる取組、スキーム作りを進めたいと

思います。また、上川の里のように、企業の環境活動として管理作業を行う事例につい

て、水辺で展開したいと考えています。このような水辺活用に当たっては、大学や企業

などの対応も促していきたいと考えています。 

今後のスケジュールはご覧のとおりで、みどりの基本計画と同時に進める予定です。

直近では、市民の皆様の考えを確認するためのＬＩＮＥアンケートを予定しています。 

○沼田会長 ご説明ありがとうございました。ただいまの説明に関して、ご意見、ご質問

等があればお願いします。 

○松山委員 用語の確認ですが、雨庭はどのような仕組みでしょうか。 

○奈良水環境整備課長 グリーンインフラの１つですが、庭を掘り砂利状にすることで、

水が浸透できるようにします。主にガーデニングの下に砂利を入れて水を浸透させて、

上のみどりを生かすようなものです。 

○松山委員 ありがとうございます。汚水処理場の話がありましたが、移転の可能性もあ

りますか。 

○奈良水環境整備課長 北野地区に関しては、市全体で検討を進める中で、し尿処理施設

を北野にするのか、広域化で東京都にするのか、移転するのかは、決定しておらず検討

中です。 

○松山委員 分かりました。 

○櫻井副会長 ポテンシャルのある水辺の洗い出しと分類ですが、主にレクリエーション
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関連の分類ですか。もしくは、治水などに向けてのポテンシャルや市民に活用してもら

うためのポテンシャルという意味でしょうか。 

○唐沢水環境整備課主査 例えば、生態系に配慮すべき水辺やレクリエーションで使える

水辺など、様々な活用ができる水辺があります。その分類分けやどのように活用するか、

維持管理方法をどのようにしていくかなどの分類分けを行うイメージです。 

○櫻井副会長 都市計画などで、河川周辺でどれだけ雨水を蓄えられるかのポテンシャル

を地域で洗い出しするような研究も聞いたことがあるので、治水関連のポテンシャルも

調査するかと思いましたが、そうではなく現状の中という視点ですか。 

○奈良水環境整備課長 水路もまちなかにあるものや山の中にあるものもありますが、水

護り制度で河川を利用してもらうため、例えば、場所によって大学から行きやすいなど、

大学生が自らそこで何をしたいかとかという考えも取り入れて良いと思います。 

○櫻井副会長 公共事業としてのポテンシャルという意味ではなくて、市民活動の中での

ポテンシャルという意味ですね、ありがとうございます。 

○前田委員 学生に対する水辺の活動場所の提供について、学生に限定しているのは安全

性の観点からでしょうか。 

○奈良水環境整備課長 市民も学生も、全ての人に対して活用してほしいため、大学生に

限定したわけではありません。例えば、上川の里のように企業が活動ということであれ

ば、１つの選択肢だと思います。 

○前田委員 分かりました。 

○沼田会長 学生と言うと、大学生などの学生向けという印象を受けたので、広げるので

あれば、少し表現を変えても良いと思います。 

○唐沢水環境整備課主査 学生に限りませんが、八王子市は学園都市のため、こちらを主

に活用していくイメージです。ボランティアセンターやサークルで保全活動をしている

学生もいるので、積極的に実施できると思います。 

○前田委員 大学との連携をＰＲしても良いのではないでしょうか。 

○船江委員 学生の活動は非常に大切だと思いますので、推進すべきだと思います。少し

限定されますが、高尾山ふもと公園の在り方が、みどりの基本計画にも、水循環計画に

も関わると思います。高尾山ふもと公園は、夜の使い方をどうするかが非常に問題にな

ると思います。水辺活用にあたっては、個別対応も見据えた上で、維持管理体制を強化

していくことが必要になると思います。 
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○奈良水環境整備課長 公園管理と連携して、どのように活用できるか、水辺づくりとし

てまちづくりにつなげられるかなども考えていければと思います。 

○櫻井副会長 水辺活用の新たな施策展開で商業利用という言葉と学生という言葉が出て

きますが、イメージとしては、学生に対する教育の場の提供か、学生に対するイベント

を起こすような場の提供か、どちらでしょうか。 

○唐沢水環境整備課主査 商業利用ですが、現在、南浅川において地域主体で、準備会を

開いています。そこで地域と事業者の方々と話し合い、南浅川や陵南公園対岸の広場を

活用して商業利用を含めたイベントを行っています。また、何か地域の活性化につなげ

られる水辺の活用ができないかを話し合っているところで、それが商業利用に向けた使

い方です。水辺の活用での学生については、学生のフィールドやサークル、ボランティ

アや維持管理に関わってもらうことを想定しています。 

○櫻井副会長 環境教育などの側面が強いのでしょうか。 

○唐沢水環境整備課主査 そうです。 

○櫻井副会長 分かりました。ありがとうございます。 

○前田委員 水辺活用について、花火やバーベキューをしては困るような、守るべき場所

と活用していく場所のゾーニング分けを含めた水辺利用になると思いますが、ゾーニン

グ分けのようなものも出てくるのでしょうか。 

○唐沢水環境整備課主査 子どもたちがイベント以外で使うと事故リスクもあるため、そ

のようなリスクも踏まえた上で、どのように活用していくかを話し合うべきだと考えて

います。 

○中野委員 次回、資料の中に河川図を入れていただけるとありがたいです。 

また、洪水対策など、八王子市で流域治水は既にある程度しっかりしたものが出来上

がっているという認識でよろしいでしょうか。この先、気候変動によって大雨が増えて

いく可能性などもあると思いますが、雨庭の導入ではなく、そもそも河川をどうにかし

なければならないという段階は済んでいる認識でよろしいでしょうか。 

○奈良水環境整備課長 済んでいるわけではありません。河川が５０ミリ対応を目指した

整備を進めており、今は時間８０ミリ、９０ミリのような降雨になると、どうにもなら

なくなります。令和元年には、河川から溢水した場所もあるため、河川整備の要望を行

いつつ、水路・雨水排水施設の整備はこれからも継続します。また、流域治水の考え方

もこれから必要で、東京都豪雨対策では下水道事業としてもしっかりやる必要がある。
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その３本柱で東京都と連携してやっていくため、これからも継続したいと考えています。 

○中野委員 ありがとうございます。 

○中島委員 グリーンインフラの周知啓発について、ゼロカーボンシティや生物多様性に

寄与との表記がありますが、このゼロカーボンシティに関しては、幅広く考えられると

思います。どのようなところを検討されているのか補足していただけますでしょうか。 

○唐沢水環境整備課主査 植物を植えるタイプの雨庭であれば、二酸化炭素の吸収効果も

あり、生き物の棲み処にもなると考えています。また、ヒートアイランド対策であれば、

屋上緑化や壁面緑化もグリーンインフラになると思いますので、そのようなところでつ

ながると考えています。 

○中島委員 ありがとうございます。純粋に水循環することで上水使用が減れば、それも

二酸化炭素削減につながると思います。また、グリーンインフラを考える場所はオープ

ンスペースが多いので、そのような場所に太陽光を設置してゼロカーボンにつなげるこ

とや、下水汚泥を使った発電など、様々な関わりがゼロカーボンシティと考えられるの

で、メニュー出しはしておいて良いと思います。 

○沼田会長 学生による水辺の活用や商業利用について、具体的なイメージや何か考えて

いることがあれば教えていただけますか。 

○奈良水環境整備課長 地域を、河川をキーワードとして盛り上げていければ良いと思い

ます。通常イベントでは、キッチンカーが出店するだけのことが多いですが、例えば、

地域の事業者が出店したり、東京都との協議が必要ですが河川を会場にして交流する場

所をつくるなどにより、地域の人が水辺に多く集まり活性化につながるのではというこ

とを進めている状況です。それを市だけで進めるわけではなく、地域の方がこのような

こともやりたいなど盛り上がるような仕組みづくりを検討しています。 

○沼田会長 ありがとうございます。基本的にはイベント的なものでしょうか。 

○奈良水環境整備課長 河川には東京都や国の河川があり、イベントをすると言っても河

川に降りにくいため、整備について国や都に働きかけることができると思います。その

ような提案の実現を目指すことが市の役目だと思うため、イベントといえばイベントで

すが、まずは人が集まって河川の素晴らしさを地域の方に理解していただくという２つ

の顔を持っていると思います。 

○沼田会長 学生が何か川を使って活動することのイメージがしにくく、イベントで単発

的にやることはあるとは思いますが、例えば、地域の人を巻き込んで川を活用する際に、
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具体的に何ができるかなどがあれば分かりやすいと思います。使い方のイメージが無い

なかで使ってほしいと言っても分かりにくいため、このように使用してほしいなどの具

体的な例を出した方が良いと感じました。その際に、イベントをするだけではなく、誰

にどのようなメリットがあるかなどを含めて考えないと、掛け声だけに終わってしまう

おそれもあると思います。 

○大竹委員 川でイベントする際に河川事務所に許可を取りますが、市は関知していない

のでしょうか。 

○奈良水環境整備課長 市も河川で何か行う場合は東京都にお願いをする形になってい

ます。 

○大竹委員 町会でイベントをする場合も、河川事務所に許可を取らないといけないので

しょうか。 

○奈良水環境整備課長 そうです。水辺のにぎわいづくりは、地域が主体になっていただ

きたいので、その場合は、東京都とも協議をして、河川をこのように整備したいなどが

あれば市が依頼するなど、地域だけではなく市も一緒に行うことになると思います。 

○大竹委員 川の学習や観察会にも河川事務所の許可を取っていますが、こちらが計画す

れば水環境整備課で許可をいただけるのかなと思いましたが、そうではないですか。 

○奈良水環境整備課長 市で許可を出すというわけではないです。 

○大竹委員 すみません、理解しました。 

○高橋水循環部長 全体的な話をすると、この水循環計画の中間改定ですが、その根本と

なる柱が治水、利水、環境の３つの視点です。どれについても様々なご意見を頂きまし

たので、取り入れられるところは取り入れて、検討を深めたいと思います。 

その中でも、より焦点が当たった利水について、商業利用というキーワードもありま

したが、八王子の河川を貴重な資源、宝と捉えて、より市民のために有効活用する、親

しんでもらう、触れ合ってもらうことを目指しています。その延長上で、イベントを切

り口としているところはありますが、商業的な面にもフォーカスをしています。 

しかし、ご指摘のように、それだけでいいのかというところと、様々な主体に言及し

ていながら誰が何を行っていくかを、もう少しガイドしないと動くにも動きづらいだろ

うと思いました。 

ハード的なところ、例えば、親水や利水に適した護岸の形はないだろうか、河川管理

者と一緒に改変していくということが現実的に可能なのか。イベントを行っている中で
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は、電源やトイレなども課題として挙げられているため、そのようなことの解決や法的

な規制を少しでも使いやすいように、やりやすいようにアレンジしていくことができな

いだろうかなど、様々な角度から検討を加えて、この点について、深掘りをさせていた

だきたいと考えています。 

○沼田会長 ありがとうございました。こちらにつきましても、審議会の後でもご意見等

ありましたら受け付けていますので、環境政策課までご連絡をお願いします。 

最後に、事務局より連絡事項があればお願いします。 

○田中環境政策課主査 次回は１０月頃に第２回審議会を予定しています。今回に引き続

き、八王子市みどりの基本計画及び八王子市水循環計画についてのご意見をいただきた

いと考えています。委員の皆様におかれましては、お忙しいところ恐縮ですが、ご協力

のほどをよろしくお願いします。 

○沼田会長 それでは、以上をもって令和６年度第１回八王子市環境審議会を閉会します。 

午後３時３０分 閉会 


